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中

II
:
す

る
.1に
同

®

し
、11
塊
塞

寫
藤 

が
歐
洲
卯
題
の
性
贺
を
取
る
に
至
シ
た
る
こ
と
を
承
認
し
て
、塞
爾
比
が
某
率

*

及
®
立
を 

0

も
傷

■く
る
こ
と
な
く
し
て
燠
に
與
へ
将
ベ

&

滿
M

の
阅

M

を
冽
強
に
於

V

 

0

査
す
る

 ̂

同
寐
せ
ん

K
は
、
露
®
は
猶
豫
•的
傭
度
を
維
持
す
べ
しr

然
れ
ど
も
此
三
十

,

日
に
は
燠
》
の
總
動
员
ぁ

$

又
獨
逸
の
戰

#

危
，險
狀
腺
布
吿
ぁ

&

£

.
 

で
從
半
に

.ば
®

逸
の
對
，髂
琺
後
通
牒
も

—

、齡
阙
の
右
の
提
議
は
遨
に
何
發
の
效
果
を
.冬
擧
ぐ

P
11
!
|
；

!

，-ヶ 

^

f e

又
.嬢
國
秦
帝
は

'
三
十
一
日
總
動

M

K

決
し
な
が
ら
も
、

*

獨
逸

.靡
帝
に
親

‘電
を
送
：ぅ
.て
他
意 

な
き
を
誓

.

.ひ
、f

塊
.國
.動
員

.の
爲

R

必
要
と

•な
れ

.る
我
取

«

的
準

«

を
中
止
す
る

■は
束
牴
的

^
 

不
.可
能
な

.
ぅ
。

但
し
予

(1

斷
じ

.て
戦

#

を
欲
す
る
に
非
ず
。
澳

»

間
の

;[
«

_

繼
鑛
す
ん
。
限

6
 

予
の

w

lt

ほ
決
し
て
挑
戰
的
奸
働
を
執
ら

ざ

る
ベ
し

O

 

.

予
は
陛
下
に
时
ひ
敢
て
之
を
誓
ふ

』
と 

の
嚴
•
.肅
な
る
保
障
を
與
ベ
た
纟
。
次
で

 

一
ニ十

1
.

日

夜

半

、の
，
獨
.
逸

Q

 

.最
後
.通
牒
は
八
月
二

 

W

疋 

午
を
以
，y

期
限
切
れ

と

な
0

し

が
、
其
一
一
時IIS

後
露
帝
は
苒
び
親
襠
を
獨
帝
に
送
&
、並
の
獨
帝 

G

與
へ
し
と
同
樣
な
る
保
障

-^

獨
^

ょ
ヵ

^

ん
^

と
を
求
め
た
り
。

^

の
如
し
。

'

.

1%

は
陛
卞
か
動
，員
>せ
ざ

.る

.を
#

ざ
る
を
了

M

す
o
‘ 3
れ
ど
予
は
予
が
陛
下
に
典
べ

た
る
と 

同
欉
な

る
保g

、

那

ち
此

等 
'の
‘處
置
位
戰
爭
を
意

0

せ

ざ

る

—

难
に
我
箏
雨
國
の

M

刺

及

11
]
: 

界

0

梁
.和
の

'
爲
に
商
議
を
雛
績
す
る
事
の
保
障
，を

'®
下
，ょ

.り
得
ん
こ

'と
、を
^

む
云
_J々C. 

露
帝
の
此
親

«

は
實
に

.破
裂

'を
防
ぐ
が
爲
の

'
最
後
の
太
努
力
な

f

茬

し
*

帝
.に

し
て

强 

s

 

v

.戰
を
好
む
に
非
ず
と
せ
ば
、對
抗
的

it
動
員
を

#
び
だ
る
後

「

は
於
て
も
、猶

;«
帝

向
身

の
熱 

•誠
を
込
め

し
此
«

障

替

言

を

諫

と

-し

て
、
.S

M
の

r

戦
■爭
を
，意
味
.せ

ざ
る
乙
と』

を
承
認
：

し
、『

商
.
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第
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(
一

九
〇)

論
-

E

欧
洲
火
戦
の
货
佴 

站
ニ
號 

一
八

i

を
繼
緻
す
る

』
‘
に
间

®

す
る

’も
可
な

6

し
辔
な
り
。
獨
逸
の

'嚴
後
通
牒
は

r

媒
國
が
燠
國 

’
 

並
に
獨
逸

K

對
す
る

一
切
の
戰
備
を
中
止
せ
ざ
る
時
は
獨
逸
亦
動
員
を
行
ふ
べ
し

』

と
ー
-r
v

ベ

I
. 

• 

/

, 

る
の
み
。
敢

_て
K

E
自
*

5

行
動
を
執
る
ベ
幸
旨
を

#

明
せ
し
に
は
非
ず

。
' 
從

0

て
■
帝
の
右 

,
 

の
提
議
を
溶
れ
，動
員
を

.私
ひ
つ

>;『

w

ia
'を
繼

M

_

c 

#
；

る

^
:と
_

て
不

‘可
能
な

.ぅ
し
代
は

#
 

ず
0

然
れ
ど
も
獅
逸
皇
帝
は

®
命

の

親

電

：に
_

す
る
、返
電(

八
用

1
'日

羅

於
1:
敢
て
_
希
盟
に 

應

せ

ず
、喺
m

純
に

*:
の
最
後
，通：牒
に
對
し
て
即

'時
：の
同
意
を
與
へ
：、以

七

®

員

中

f

實
行
せ 

■

ん
乙
と
を
求
め
か

6
。
典
歡
文
左

'の
如
し

o
:

•『

予
は
本
日
，正
午
溶
に
囘
答

(

最
後
贩
牒

^

靴
す

‘る
>
幻
得
ん
乙
と
を
求
め
た
る
。も
、予
の
火
佌 

吖
镨

«

は
未

.だ
賣
國
政
府
の
囘
答
を
報
じ
來
ら
ず
。

' 

故
が
予
ば
德
_

%

ぐ
動
員
を
命
じ
た 

り
。
貴
國
政
，府
ょ

&

の
即
時
の
明

£|
-明
瞭
な
る
囘
，答
：は
、限
6

な
令
悲
慘
を
避
<
る
唯
ニ
の 

澈
な
ぅ
。
此
囘
，答

^

接
：す
る
迄
は
予
は

#

慽
な
が
も
貴
電

^

»
-:
み
事
紙

^

立
、入
各

^

#
 

ず
。
予
は
陛
下

.が

.蟒

si
な
ぐ
陛
下
の
，軍
隊
ぬ
向

“

如
何
あ
：象
，
公

ic
%

m

®
ii
を
^
毫

だ

も

犯

さ
k

ら

ん

な

と

妃

命
#

ら
れ「

ん
し
と
：.を

熱

心
^

求
め
ざ
.る
?:
'

得
ず』

。.(

鳴
脑
-*
0
_
ル
級

:
ノ 

五
睡
':命
 v̂

rs\:.. 

>

れ
ぷ 

> な
リ

、

:■
.
.
:■■
■'
-
 

'

,■•
■"
:■'
 - 

:
'
.
,.
.
.
v.;
'
.
:
>
:'
:

:
:.
'
,

:.v:;l
::.'

ミ 

，
•

.

坱
國
政
府
が

.七
月
三
十

W

ょ
h

三
.十

一

ロ
に
宜
々
て
，

#

谈
.を
一
變
し
、大
に
讓

#

の
^

を
-•
'
.小
 

す
に

_

ヶ
た
る

0

.
事
實
に
照

&:

す
と
ぎ
ば

#

し
獨
逸
に
し
て
励
员
赏
行
の
#
に
於
ズ
着
く 

*

1

兩
W

11
8

の『

商
議
、繼
緻

』
：

を
許
し
.
た
ジ
ん
に
は
、大
，破
裂
の
防

4

必

ー

ず

し

も

ー

不

可

徳

化

非

ざ 

う
し
な
ら
ん
。

.

.
如
何

‘せ
ん
、露

.
國
皇
帝
の
平
和
を
思
ふ
の
；切
な
る
，に
反
し
て
、獨
逸
皇

.帝
は
_
戰 

の
機
會

k

t:

ふ
る
に
性
急
な
々
し
な
う
。
，彼
は
，唯
好
機
を
逸
せ
ん

y

 
.と

，を
恐
れ
し
な

t

.

元 

來
塊

■

旣
R

塞
，爾
比

R

對
し
て

,

.
戰
し
>
此
可
憐
な
る
：ス
ラ
ヴ
國

_
说
の
述
命
平
に

|1

夕
に
追
れ 

る
其
場
合
に
於

V
、

之
‘
が
保
.動
激
た
る
露
爾
踮

R

向
び
、獨
逸
の
外
に
、歡
に
對

U

で
す
ら
一
切
の 

戰

備

釔

中

止

.

.
せ

ょ

と

'
喪

求

する

は

.
、
實R
,
無

现

なる
難
0

.た

り

:°

然
も

此

雛

題の
|
释
れ
ら
.
れ

h

 

る

ゃ
，1

切
の

商

議
繼
緻
fc
:

0

0

し
て
直
に

«

^

ど
_

き
‘た
；る
ば
、即
.ち
舉
れ
故
意
に
戰
を
求
め 

た
る
ミ
と
を
瞪
明
す
る
も
の
に
非
ず
し
で
何

^

や
？ 

、

'

八
月

.

1

ロ
茌

.

林
の
英
國
大
使
ゴ
ッ
シ
广
パ
ば
獨
逸
外
相
ャ
ゴ
一

,を
锁
ふ
て
、塊

の

_

度
の 

夔
化
の
爲
に
露
機
開
.談
の
.
可
細
と
な
.れ
る
.乙
と
を
‘語
：う
、且
日
ぐ
、
.

『

'紛
議
は
主
.と
し
て
蹲
燠
間 

に
-

#
し
、®

逸
は
唯
澳
の
间
盟
と
し
て
引
込
ま
れ
左
る
な
う
。

3

れ
ば
今
齡
塽
に
し
て
開
談
対 

饑
せ
ん
と
し
、

®

逸
亦
自

a
,の
爲
ゆ
戰

#

を
希

M

せ
ざ
る

玖

上
、獨
逸
は
靜
に

馋
觀

し
、平
和
的
解

.
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ぐ〇 

決
の
爲
に
努

.

る
•

を
以
て
事
理
の
當
然
な
る
も
の
と
す
べ
し

』

.

と
。.之
に
對
し
ャ
ゴ
す
は
燠 

の
關
談

K

M

ず
る
に
至
れ
る
は
獨
逸
の
盡
カ
の
結
果
な
る
爭
並
に
露
國
に
し
て
*
逸
に
對
し 

V
'

fj

員
サ
ざ

6

,

し
.
赛

ら
，ん
に

‘

は
，總
て

.

事
な
き
を
得

75

る
ベ
.

&

事

等

r答
へ
た

6

。
然

も

®
人 

は
ゴ
' 

ッ、シ

X

ン
ゆ
«;

に
道
理
の
存
す
る
を
認
め
ざ
る
：を
得
^
。

：

斯
く

て
時

M

遂
に
大
破
级
に
終
な
、駐
露
猥
逸
大
使
ブ

ダ

タ
レ
ス
は
八
月

 

一s

午
後
七
畤
十 

分
附
を
以
て

^

晒
外
相
に
宣

^

狀
を
家
附
レ
た
ム
ヴ
其
中
に

BI

ぐ
、『

*

.
國
は
弗

#

1

動
員
ホ 

Jb
.
.の
要
求

¥

應
ず
る

.
る
と
を
拒
み
、肋
拒
絕

』

’
依
h
 

$

其
，措
置
の
獨
逸
ド
對
抗
す
る
も
の
.な
る 

乙
，
と
.

^
示
せ
レ
が
故
に
、予
は
玆
に
本
國
敗
府
の
命
に
燦
ぅ
、我
皐
帝
陛
下
は

.
露
國
と
，交
戰
狀
漉 

^
.

奄
る
も
.
の
と
へ
®

め
ら
る
.

>

Z

と
を
間
下
に
吿

■
知
す』

：
.と
。.
.即
ち
：動
員

#

il
:

0
:、要
求
拒
絕
は 

正
忙

g

職
' 
腺
因
と
な
れ
る
に
相
違
な
き
な

A

V

O
然
る

^

A

月
三
.
日
獨
逸
外
相
は
英

H

大
使
ゴ
，
 

ジ
シ
尤

^
 

^
-0 
6

て
.e

ぐ
、
.

部
の
露
國
軍
隊
、

»

界
を
越
え
た
る
の
故
を
以

v

、
_

露

ニ

國

は

今
や
寒
職
缺
態

S

ヶ』
:

ビ
S

0 1
,

1

1

3

0

等
軍
が
八
月

-

H

を

以

セ

寶

獅

繼

^

0

 

ス
し

^

る
©

事
實
叢
腊

 

' 

を
.

缺
き
、眞
僞
頗
る
疑
は
；し

。

.
' 

然
も
故

&

に
之
，£

げ
て
開
；戦
.
0

 

•

 

と
爲
，％

を
味

®

ぢ
，動
員

•

中
止
拒
絕
を

.

以
て
開
戰
の
、

®

由
‘

と
爲
す
の
多

.
1
 

少
心
屮

K

疚
し
き
所
あ
，

る
：̂
.
、因
る
な
§

を
得
ん
4>
.
0 

.

猶

最
後

に

ド

ク

ト
ル
、デ
口
ン
.
が

呼
ん
で
以
て

|

ビ
' 

ス
マ
‘

グ

ク

；
の
.
-
、

H. .
4

ス
.電
報
と

同

種

：の'
-#i 

S
爲
せ
る
奇
な
る

1

事

*
を
.附
記
す
ベ

.
し

。
風
零
頗
る
急
を
告
げ
し
七
月

5
卡
：日

(
千
_九
西

+

 

.四

年)

の
午
後
一
一
時
 

一
•一
 

十
五
分
、多
く
の
新
聞
號
外
貴
は
伯

#

タ
ン
.
テ
ベ
デ
シ
、ダ
ン
デ

y

の
附
近 

rc
m

れ
、獨
逸
.の
總
動
員
を
報
ず
る
ロ
丨
カ
ル
、ア

y

ツ
ァ
ィ
ゲ
ル
紙

.の

.號

外
'̂
:
騷

が
 

し
く
賣
办 

步
き
た

t

 

ロ 
r

力
*
ル、ア

ンツァィ

ゲ
ル
は
長
く
政
府
の
半
機
.關
紙
と
し
て
知
ら
れ
し

が

# 

に
千
九
宵
十

吗
年
ニ
月
持
主
の
變

M

を
見

^

る
以
來

.
は
.
官
邊
軍

-A

と
特
別

.の
關
係
を
結
び
、武 

斷
派
の
機

.
關
と
な

‘
む
、
軍
事

に
關
す
る
報
道

‘
の
特
に
機
敏

JE

確
な
る
を
以
て

#

色
と
し
た
り
。

■§

れ
ば
動
員

R

關
す

.る

此
新
聞
の
號
外
が

大

代
伯
.
林
：'全
.市
を

.

か
し
' 
た
る

は
.當

然
な

I

ク
 

ン
テ
ベ

デ

シ
、文
ン

デ

ン
の
附
近

^

事
務
所

'を
有
す
る
露
：西

35
電

報

通

信

社

ぼ

直

に

電

話

：を
以 

て
之

を
«

國

大

使

ッ

ヴ
X

ル
_
、ベ
ィ
k

タ

^
報

じ

ぬ

る

に
、
大
使

.は
其
の

JE
確M

 

.るを

信
じ
、暗
號 

電
報
，を
'以V

:

之
，.を
露
國

■外
務

*

に
急
報
：
し
，
た
'
,ぅ
。
_
然
る

R

H
十
.：分
を
.經
ざ
る

-̂
R.
、■
逸
外
務 

省
は
.此

動

員

說

を

打

消

し
S

國

*

使

^

も
其
旨

^

通

知

：し
、
ロ
；

 

I

. 

ツ
7

ィ

ゲ
パ

紙

は 

午
後
三
時
頃
第
二
の
號
外
を
發
し
て
前
報
を
取
消
し
た
ヶ
_。
露
國
大
使
は
直
に
第
ニ
の
爾
锒
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卷
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■
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S
 

ニ
ニ
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一H
 

を
本
國
に
送
り
て
前
馄
を
取
消

‘し
犮
る
も
一
峙
巩
の
#
常
に
露
阈
政
府
を
驚
か
し
た
る
は
當 

ふ
迄
冬
な
：し
：。

且
取
.消
の
後
に
.於
て

も
露

國

政

治
家
_が

管
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&

擧
措
度
を
失
す
ふ
の
醜

ff
i

を
演
：じ
た

る

，は
、g

ち
彼
等
が
火
戰
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豫
期
せ
ざ
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と
f
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得
ら
る
べ
し
。
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又
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員
間
題
に
關
す
る
獅
逸
外
相
の
態
挺
の
變
化
も
頗
る
注
目
す
べ
し
。
外
相
^
ゴ
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は
始
め
の
頃

v 
0

國
の
：泐

f

t
に
關
し

^

し
南
方
の
み

^

ら
ん
に
は
獨
逸
ば
傍
®
す
ベ
し
と
稱
し 

屈
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ぅ
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ヤ.
ゴ
丨
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使
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ユ
I

ル
、力
ふ
ボ
ン
と
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際
露
國
若
し
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せ
ん
.
に
は
觸
逸
亦
動
員
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
ベ
し
と

.言
a

し
を
以

て
、为
ム
ボ

ゾ

は
«
國
力
燠
國 

方
面
の
境
界
に
於

v

の
み
泐
員
す
る
場
合
に
於
て
も
孤
準
は
動

.員
す
ベ

&

や

を
問
.，ひ
た
る
に 

外
相
は

『

番』

と
答
へ
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『

此
事
を

#

國
外
湘
に
狐
知
す
る
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-
.
.と
を
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E

式
に
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f
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|
|
わ
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然
る
に
ニ
口
後
の
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.十
九
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に
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獨
逸
は
露
國
の
她
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準
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^

^

裤
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十
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牟
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附
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通
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涂
遍
罪
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穴
る
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大
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货
仕
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論
説
欧
洲
大
戦
の
資
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第二
it
- 

^

記
め
如
し
o

.七

月

三

十
H
•外

相

ヤ
ゴ

’

，
は

怫
f

力
ム
ボ
ン
.
に

向

a

露
國
の

I

V

部
動
良
に
，
就
で
、
 

不

平

を

訴

八
ん
を

以
て
、
力
ム

ボ
ン
は
先
の
瞪
言
を
引

 ̂

^

^

^

^

 
に
、ャ
 

ゴ

r

は
陸
取
运
顿
連
の
壓
迫
如
何
と
も
爲
し

謙
き
乙
と

を
自
白
し
た

.合O

力
.
ム
•ホ
ン
の
報
告 

せ
る

'
所
左
め
如
し
。
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^
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外
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I
向

ひ
、彼
が

鏡
に
.露
國
に

し
て

獨
逸
國
境

に

動

員

，：せ
ざ

る
限
0

獨

逸

は

勸

員

を
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要
す
る
も
の
と
認
め
ざ

る
べ

し
と
言

へ
る
こ
と
、
並
に
實
躜

の
» '

實
は
未
だ
此
の

如
き
も
の 

に
非
ざ
る

こ
と
を

稭
摘
し
た
ぅ
。
外
相
答
へ
て
日
く
如
何
に
も
其
通
ク
な
&
。
然
れ
ど
も 

睦
筇
の

E

撖

-m
は

I

切
の
猶
豫
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■
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陸
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‘
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窖
た
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に
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た
る
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感
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た
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獨
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外
相
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武
斷
派
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下
に
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を
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：ぬ
る
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窺
ふ
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&

な

>
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而
し
て
歐
洲
次
傾
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0

眞
責
任
が
武
斷
派

の
，
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魁
た
.
る
.
皇
帝
其
人
に
あ
る
は
、露
_國
外
相
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ノ 

フ
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千
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湫
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.
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^
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人
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.る
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承
懿
す
る
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蹲

0

せ
^
。
然
れ
と

も
.
宰
相
の
博
揮
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あ
る
多
く
の
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は
熱

&
に
之
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希
望
し
た
り
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塞
爾

比
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對
す
る
最
後
通
«
は

0
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獨

逸
外
交
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へ
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犄
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交
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此
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；
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0
主
人
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瞭
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れ
ど
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時
に
宰
相
は
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洲
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陰
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知
る
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か
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し
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め
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し
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今
障
の
戰
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年
間
獅
逸
杞
喰
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入
う
今
や
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內
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を
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す
に
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至
れ
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の

致
す
所
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.實
に
郷
逸
宰
相
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『

自
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の
家
の
主
人
な
ら
ざ
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な
う

.

石
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ぎ
•
う
し
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P
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武
斷
派

.
に
取
權
か
れ
て
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パ
ン

ゼ
 

し
獨
逸
皐
帝
は
；最
後

0

.
大
寶
任
者
犮
る
を
辭
す
る
能
は
ざ

'3
.

$

心
を
見

V

喫驚し、、
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へ？
トマン、ホ水
ク
チ

U

は
英

の
廣

後

龜

牒

に

接
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七
狼
狽
し
穴
る
も
武 

斷
派
k

於
て
は
夙

k

之
を
覺
悟
し
居
た
る
な
ら
ん

,

唯
疾
風
迅
笛
の

#

を
以
て
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并
满
を
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笫
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破
し
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を
陷

れ
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で
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に
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じ
て
露
を
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破
せ
ん
に

は
、英

.
の
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渉

^
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0

餘
地
な
か
る 

ベ
し
と

は
、
武
斷
派
の
镞
に
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信
せ
し
所
な
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ジ
の
抵
抗
雄
に
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ル
ヌ
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•の
爲
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典
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に
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折
を
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し
た
る
は
獨
帝
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も
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恨
事
と
爲
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所
な
ら
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。
然
も
强
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て
大
戰
を
激
發
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し
め
た
る
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貴
任
に
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し
て
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、
皿
に
栩
當
の
制
裁
を
受
け
ざ
る
を

#
ざ
る 

ベ
し
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最
後
に
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國
の
资
任
如
何
に
就
て
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を
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。
英
國
苦
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く
戰
氓
參
加
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犬
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。
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な
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國
も
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又
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國
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國
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ベ
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'
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#
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生
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來
る

ベ

心

を
鳏
明
し

*

ら
ん
に
は
、以

て
能
く

*
逸 

英
國
が
暖
眛

不
徹
底
の
能
度
を

取
ぅ
て
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る
は
、
英
國
亦
责
任
の
一
部
を
負
掀
せ
ざ
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然
れ
ど
も
英
國
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相
グ
レ
丨
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燠
國
最
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ヒ
ノ
ゥ
ス
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て
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し
て
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し
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せ
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洲
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に
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う
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逸
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に
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國
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：
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；

レ
？
は

一

7#

游
赞
な
る

n

葉
を

}|
1

ゐ
、

『

苦
し
佛
獨
に
し
て
戰
娇
に
捲
き
込
爻

ざ
る

U

至
る
ベ
し

』

ビ
獨

m.

太
俾
に
瞥
吿
せ
り
。
ダ
レ 

N

の
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蹄
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に
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つ
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は
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與
へ
骽
き
穴
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國
を
見
織
り
て
自
ら
皮
省
す
る
を

#

ぅ
た
る
は
、其
卵

I 

ら
ず
。
當
時
グ
レ
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‘
の
爲
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を
爲
せ
る
傍
に
於
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、上
に
舉
げ
た
る
が
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き
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街
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し
て
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の
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た
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ら
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へ
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の
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又
議

.
院
政
治
の
英
國
政
體
ょ
ぅ
見
る

.
時
は
、和

‘ 

て
、政
府
當
局
者
獨

-
C
V
S

0

に
_

«
を
決
し
て
之
を
内
外 

れ
得
べ
き
事

K

非

^

。

グ

レ

.

丨
の
：外
交
を
*

雛
し
て
之 

¥
ろ
酷
な
り
と
謂

ft
.
鐘
る
可
ら

.

#
。

(

完) 

.

に
は
英
阈
亦
之
に
參
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叙
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ざ
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す
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